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第２４回委員会 

資料５１ H21.3.31 

最終候補地区の選定方法について  （案） 

 選定フロー図 

 

 
①「候補地の選定における基本条件」を整理 

②広域ネガティブマップを作成 ③広域ポジティブマップを作成 

④広域候補地区の選定マップを作成 
広域候補地区（ゾーン）を選定 

[平成１８年１１月２８日] 

⑤狭域候補地区の選定マップを作成 

⑥候補地区の選定リスト表を作成 

⑦狭域候補地区を選定（１５地区を選定） 
（中間報告）として取りまとめ奈良市に提出 

[平成１９年１１月１５日] 

⑧パブリックコメントの実施 
[平成１９年１２月３～２８日] 

（市民からの意見を策定委員会に報告） 

⑨１５地区の狭域候補地区から９地区に絞り込み 

（既存の住宅地及び活断層からの近接状況を考慮） 

⑩候補地区の比較検討 

・候補地区の比較表を作成 

・経済効率面からの比較表を作成 

⑪地権者から候補地を募集 
[平成２０年１０月１０日～１２月９日] 

追加募集 
[平成２１年４月１日～４月３０日] 

⑫最終候補地区の選定 

１
次
選
定 

２
次
選
定 

３
次
選
定 
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選定方法について 

 

最終候補地区の選定については、これまでの策定委員会における協議・検討経過を踏まえな

がら、別紙の「選定フロー図」にもとづき総合的な比較評価により、候補地区を絞り込む方法

が考えられます。 

 

次の事項を「比較評価の内容」として整理し、それぞれの評価の方法について検討します。 

１） ⑧（中間報告）におけるパブリックコメントでの「市民からの意見」 

２） ⑩ 候補地の選定における基本条件による「候補地区の比較検討」 

３） ⑪ 地権者からの「候補地の募集結果」 

 

【最終候補地区の選定に向けた評価の方法（案）】 

〔Ⅰ〕 ⑩ 候補地区の比較検討 

（「候補地の選定における基本条件」による比較表、経済効率面からの比較表により評価する） 

・「候補地の選定における基本条件」での評価項目の整理としてⅰ）地権者の協力、ⅱ）経

済効率、ⅲ）生活環境、ⅳ）自然環境などの４項目に集約し、各項目別にプラス要因、

課題等を整理した候補地区の比較表を作成する。 

・経済効率面（インフラ整備費、収集運搬コストなど）からの比較表を作成する。 

〔評価の方法〕 

第１案 評価点による比較 

１）候補地区の比較表をもとに、各評価項目を３段階評価（例えば ◎３点、○２点、△

１点）により評価し、候補地区ごとの評価点として集計する。 

２）集計結果にもとづき、高い評価点が得られた上位数箇所程度を候補地区として絞り込

む。 （残りの候補地区については、以後の評価対象から除外する。） 

第２案 比較表には評価点を付けない 

１）候補地の比較表には評価点を付けず、最終候補地の選定における検討資料として反映

させる。 （第２３回の策定委員会で取りまとめた比較評価の内容にとどめておく。） 

 

〔Ⅱ〕 ⑪ 地権者からの候補地を募集 

   （地権者からの応募結果により評価する） 

平成２０年１０～１２月に実施した移転候補地の募集、及び平成２１年４月に実施する追

加募集の応募結果を受け、応募された内容を精査し比較評価を行う。 

〔評価の方法〕 

第１案 評価点による比較 

   １）応募された内容（応募面積、土地の形状、幹線道路への接道条件等）について精査し、

各候補地を３段階評価（例えば ◎３点、○２点、△１点）により比較評価し、候補地

区ごとの評価点として集計する。 

   ２）応募がなかった候補地区については、マイナス評価とする。 

３）集計結果にもとづき、高い評価点が得られた上位数箇所程度を候補地区として絞り込 
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む。 （残りの候補地区については、以後の評価対象から除外する） 

第２案 応募結果には評価点を付けない 

１）第２２回策定委員会で報告した応募結果（資料４７での受付状況一覧表、応募箇所の

地図）の整理内容にとどめ、最終候補地の選定における検討資料として反映させる。 

 

〔Ⅲ〕 ⑫ 最終候補地の選定 

「⑩候補地区の比較検討」、「⑪地権者からの候補地を募集」による各候補地区の比較評価を

もとに、総合的な評価により最終候補地区の選定を行う。 

 

ステップ１ 

〔絞込み方法 １案〕   評価点を用いた絞込み方法 

１）・⑩での評価点による比較、及び⑪での評価点を候補地区ごとに集計した結果を整理す

る。  （集計結果については、公表とする） 

・評価点の高い候補地区、並びにパブリックコメントにおける市民からの意見をもとに、

策定委員会において協議・検討した後、候補地区を数箇所に絞り込み公表する。 

 

〔絞込み方法 ２案〕   各委員からの意見の集計による絞込み方法 

１）⑩での候補地の比較検討資料、及び⑪での地権者からの候補地の応募結果、並びにパブ

リックコメントにおける市民からの意見をもとに、策定委員会の各委員が最も適した候

補地区と考える上位１～３地区（出来れば選定理由も記載）を選んでもらう。 

２）各委員からの意見結果を集計し、選ばれた上位数箇所を候補地として策定委員会におい

て絞り込み公表する。 （集計結果及び意見については無記名による公表とする） 

 

ステップ２ 

〔最終候補地の選定方法 １案〕 

１）絞り込まれた候補地区において、地元説明会等を開催し、地元住民、地権者等との協議

を行い、住民の意向、課題、要望事項等を把握する。 

２）地元説明会等での協議結果をもとに、策定委員会での総合的な判断を加えて最終候補地

区を１箇所選定し、奈良市に報告する。 

 

〔最終候補地の選定方法 ２案〕 

１）策定委員会において協議・検討した後、最終候補地区として数箇所を選定し、奈良市に

報告する。  （報告を受けた資料については、公表とする） 

２）選定された数箇所の候補地区において、策定委員会の委員が参加した地元説明会等を開

催し、地元住民、地権者等との協議を行い、住民の意向、課題、要望事項等を把握する。 

３）地元説明会等での協議結果をもとに、策定委員会と奈良市により協議・検討を行い、最

終候補地を１箇所選定する。 
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候補地区の絞り込み方について  （他都市の参考事例） 

 

（静岡県浜松市の事例） 

① 新施設の建設に関係する行政職員の委員による「建設事業検討委員会、専門研究会」を設

置し候補地選定を進める。 

（新清掃工場及び余熱を利用するための新水泳場建設事業用地を併せた候補地を検討） 

② 浜松市全域を対象にして移転候補地を選定するため、本市と同様に１次選定、２次選定、

３次選定の方法により各候補地の絞り込み作業を進め、二次選定では７箇所の候補地区を

選定した。 

③ その後、３次選定における候補地の選定条件の調査項目により、各候補地区ごとに３段階

（◎、○、△）での比較評価により、最も高い評価点となった地区を最終候補地区として

決定した。 

 

 

（長野県長野市の事例） 

① 学識経験者、市会議員、公募市民など１５名が参加した「長野市ごみ焼却施設建設地検討

委員会」を設置し候補地選定を始める。 

② 長野市全域を対象に移転候補地を選定するため、候補地の選定条件を定め、候補地エリア

の選出作業を進める。 

（第１段階の絞り込みにおいて、１８箇所のエリアを選出） 

③ 候補地エリアの絞り込み（第２段階）においては、候補地の選定条件により、１１項目の

評価内容を設定し、それぞれの項目を３段階（◎、○、△）での比較評価点により各候補

地エリアごとに集計し、評価点の高い５箇所のエリアに絞り込んだ。 

④ ５箇所のエリア内の１１箇所の候補地区について新たな評価項目を加えて、３段階（◎、

○、△）での比較評価点により、各候補地区ごとに比較評価結果を集計した。 

⑤ 最後に、比較評価結果を参考にして、各委員それぞれに最も適した候補地区と考えられる

場所を２箇所選んでいただき、その結果を集計し最も多くの意見により選ばれた２箇所を

最終候補地区として決定し、市長に報告された。 

   〔整理方法〕 

（１）最も優位と判断した候補地、（２）優位と判断した候補地 の２箇所 

 

（参考） 

長野市ホームページにおける環境第一課の「長野市ごみ焼却施設建設地検討委員会」で委員

会の情報、比較評価結果等が公表されています。 
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（長野県伊那市の事例） 

① 学識経験者、市会議員、公募市民など２３名が参加した「伊那市新ごみ中間処理施設用地

選定委員会」を設置し候補地選定を始める。 

② 用地選定評価項目を決定した後、広域連合による用地選定結果、及び候補地受け入れ表明

のあった地区を含めて、検討対象地域として１３箇所を決定。 

③ 点数評価の評価基準（項目・評価点・計算方法）を決定した後、環境保全項目、建設関連

項目の２つに集約し、それぞれの項目で点数の低い６地点を除外し、検討対象地域として

７地点を選定する。 

④ これ以上の絞込みは行わず、７地点を候補地として、委員による投票を行うことを決定。 

⑤ 比較評価点の集計結果を参考に、各委員それぞれに最も適した候補地区と考えられる場所

を投票し、開票の結果に基いて協議した結果、得票数で１位となった地区を最終候補地と

することを全会一致で決定し、市長に報告された。 

 

（参考） 

伊那市ホームページにおける「新ごみ中間処理施設」で委員会の情報、比較評価の集計結果、

地元説明会での概要等が公表されています。 

 




